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月の線状重力異常の形成仮説
Formation process of linear gravity anomalies of the Moon
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月はマグマオーシャンの状態から始まり、その後のマントル再溶融による火山活動があったと考えられてい
る。しかしマグマオーシャンからマントル再溶融までの熱進化の経緯について明らかになっていない。その一
つの原因は、初期に起こったであろうマグマ活動やテクトニクスの情報がその後の天体衝突によって破壊さ
れ、不明瞭になっているからである。一方、Andrews-Hanna et al. [Science, 339, 675-678, 2013] は月の重
力分布図から線状重力異常 (Linear Gravity Anomaly: LGA) を発見し、その成因が初期の全球膨張によるマグ
マの貫入であると提案した。もしLGAの源が貫入岩であるとすると、その一部は表面に噴出した可能性、又
は、貫入岩の一部がその後の天体衝突により掘削され、表面に露出した可能性がある。そこで本研究ではLGAの
形成仮説を検証するため、反射スペクトルデータを用いた貫入岩露出の有無の調査を行った。 
かぐやのマルチバンドイメージャー (MI) データから算出したFe含有量を用いて、LGA2の周辺地域において
Fe量の高い点を抽出した。さらにMIデータから表面のスペクトルの吸収深さの特徴を用いて、これら高Fe物質
の起源がマントル再溶融由来か、下部地殻由来かを区別することで、貫入岩の探索を行った。その結
果、LGA2上の直径150 kmのRocheクレータと直径100 kmのEotvosクレータの間の領域で高Fe物質が多く分布して
おり、それらがマントル再溶融起源に近い組成であることが分かった。それらとRocheクレータの放出物の分布
との空間的な対応関係は整合しないため、当初、想定したLGAソース物質がRoche形成によって掘り起こされた
ものであるという説明は成立しない。そのため、この物質がLGAソースであるとは結論づけることができな
かった。一方、それらのマントル再溶融起源物質はRocheクレータやEotvosクレータの放出物に含まれているこ
とから、RocheクレータとEotvosクレータによって掘り返されたものであり、それらのクレータ形成以前のマグ
マ活動でつくられたものであると言える。Rocheクレータの形成年代はクレータ年代学により39億年前と求めら
れていることから [Hiesinger et al., 44th LPSC, 2827, 2013]、今回発見された物質は39億年前以前のマグ
マ活動の痕跡と考えられる。
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